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会
津
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
は
12
月
７
日
、
会
津
若
松
市

の
會
津
風
雅
堂
で
第
37
回
定
期
演
奏

会
を
開
き
ま
す
。
「
ア
ル
メ
ニ
ア
ン

ダ
ン
ス

パ
ー
ト
１
」
「
ク
リ
ス
マ

ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
「
ア
ナ
と
雪

の
女
王
ハ
イ
ラ
イ
ト
」
の
演
目
を
繰

り
広
げ
ま
す
。

定
期
演
奏
会
に
大
熊
町
民
20
人
を

無
料
招
待
し
ま
す
。
大
熊
町
役
場
会

津
若
松
出
張
所
生
活
支
援
課
で
チ
ケ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
す
。

◆
日
時

12
月
７
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

開
場
、
午
後
２
時
開
演

◆
会
場

會
津
風
雅
堂

◆
入
場
料

一
般
８
０
０
円
、
学
生
３
０
０
円
、

未
就
学
児
無
料

（
大
熊
町
民
20
人
を
無
料
招
待
）
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今
年
の
県
内
は
交
通
事
故
の
発
生

件
数
、
傷
者
数
が
前
年
同
期
に
比
べ

て
大
き
く
減
少
し
て
い
る
一
方
、
交

通
死
亡
事
故
は
多
発
し
て
い
ま
す

（
70
件
75
人
、
前
年
比
７
件
12
人
増
）
。

特
に
10
月
21
日
（
火
）
か
ら
25
日

（
土
）
ま
で
の
５
日
間
に
４
件
４
人

の
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
ほ
か
、

子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る
重
大
事
故

も
相
次
ぎ
ま
し
た
。
今
後
も
夕
暮
れ

時
や
夜
間
な
ど
に
重
大
交
通
事
故
の

続
発
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
で
す
。

今
後
、
運
転
の
際
は
次
の
項
目
に

注
意
し
て
交
通
事
故
の
未
然
防
止
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

・
交
差
点
や
横
断
歩
道
で
の
歩
行
者

の
保
護
、
ま
た
カ
ー
ブ
手
前
で
の

十
分
な
減
速
と
安
全
確
認
の
徹
底

・
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交
通
事
故
を

防
止
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｍ
４
ラ
イ
ト

オ
ン
運
動
や
反
射
材
用
品
の
着
用

・
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席

で
の
正
し
い
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

徹
底
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平成26年度の高齢者肺炎球菌ワクチン対象者は、

次の方となります。過去に肺炎球菌ワクチンを接

種した方は対象となりません。接種期間は平成27

年3月31日までです。なお、対象者には個別に通

知しておりますので、詳細を確認の上、体調のよ

い時に受けてください。。

・65歳（昭和24年4月2日～昭和25年4月1日生まれ）

・70歳（昭和19年4月2日～昭和20年4月1日生まれ）

・75歳（昭和14年4月2日～昭和15年4月1日生まれ）

・80歳（昭和9年4月2日～昭和10年4月1日生まれ）

・85歳（昭和4年4月2日～昭和5年4月1日生まれ）

・90歳（大正13年4月2日～大正14年4月1日生まれ）

・95歳（大正8年4月2日～大正9年4月1日生まれ）

・100歳（大正3年4月2日～大正4年4月1日生まれ）

・101歳以上（大正3年4月1日以前の生まれ）

・60歳以上65歳未満の方であって、心臓やじん蔵・

呼吸器に重い病気のある方、ヒト免疫不全ウイ

ルスにより免疫機能に障がいがある方（障がい

者手帳1級程度の方）

【お問い合わせ先】

大熊町役場会津若松出張所 保健センター

電話0120-26-3844

高齢者肺炎球菌ワクチン

対象者について

交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
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このたび平成２年度生まれ大熊中学校卒業生の同窓会を計画しま

した。恩師の皆さまにも多数ご出席いただきますので、お誘い合わ

せのうえご参加ください。また、今後、旧交を温める催しを企画す

る時のため、同窓会名簿を作成したいと思います。つきましては、

11月28日（金）までに下記連絡先に出欠、現住所、電話番号をご連

絡ください。連絡がつかない方もおりますので、ご周知いただけれ

ば幸いです。

◆日時

平成26年12月29日（月）午後6時

◆場所

いわき駅周辺（会場は後日連絡します）

◆会費

5,000円（当日受付でいただきます）

◆幹事

根本、佐伯、渡邊（莉）、井戸川、佐藤（由）、志賀（直）

◆連絡先

Eメール：h18okuma_sotugyousei@yahoo.co.jp

Facebook：https://www.facebook.com/events/822835944407029/

平成２年度生まれ大熊中同窓会のご案内

秋も一段と深まり､日だまりの恋しい

季節となりました。免疫力を強化

して、寒さを乗り切りましょう。

今回は、免疫力をつけるメニューです。

ご参加をお待ちしております。

◆日 時 11月21日（金）

午前10時～午後1時

◆場 所 会津若松市勤労青少年ホーム

◆持参物 エプロン、三角巾

◆参加費 300円

◆対 象 大熊町民ならどなたでも

◆申し込み締め切り

11月19日〔水〕

【お申し込み･お問い合わせ先】

大熊町役場会津若松出張所 保健センター

電話 0242-26-3844（新田）

健康教室「作って､食べて､

しゃべろう会」のご案内

平成26年度県原子力防災住民避難訓練が11月20日、大熊町を含む県内市町村で行われます。当日は防災

行政無線、広報車、携帯電話の緊急エリアメール等を使った広報訓練を行います。一時帰宅などで町内に

入る方は、訓練であることをあらかじめご承知おきください。

◆実施日時

11月20日（木）午後1時～午後5時ごろ

◆訓練の目的

新たに福島第一原発で原子力災害が発生したという想定で、川内村民が参加しての避難訓練、国や県、

市町村、防災関係機関の通信連絡や広報の訓練等を実施し、原子力防災体制の強化や防災意識の高揚を図

る。

◆想定

福島第一原発3号機で燃料プールの冷却ができなくなり、燃料プールの水が漏れていることが確認された。

その後、大気中に放射性物質が放出されたという想定で、各種の応急活動を実施。

◆場所

県庁、県地域防災計画の暫定的な重点区域市町村（いわき市、田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢

葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村）ほか

※原子力防災住民避難訓練は11月20日と22日の2日にわたって行われます。22日は県庁、川内村、郡山市、

田村市での実施となります。

【お問い合わせ先】県原子力安全対策課 電話024-521-7254

川内村住民課 電話0240-38-2111（代表）

11月20日の原子力防災訓練を行います


